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Q33a フェルミ・ガンマ線宇宙望遠鏡による近傍分子雲領域の観測
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銀河系内に広がる星間物質は、高エネルギー宇宙線陽子との衝突によって生じた中性 π中間子の崩壊や、宇宙
線電子の制動放射によって、∼100MeV以上の高エネルギー γ線を放射する。この γ線放射率は、物質の温度や密
度などの状態に依存しないため、銀河系内の宇宙線や星間物質の分布を調べる上で強力な手段となる。2008年 6
月に打ち上げられた Fermi衛星搭載 LAT検出器の優れた検出能力によって、これまで観測が難しかった 104Msun

程度の近傍の分子雲領域においても、宇宙線や物質分布の詳細な議論をすることが可能になった。
我々は、2010年春年会の佐田の講演 (Q23a)に引き続き、カメレオン座分子雲及びR CrA分子雲について、統

計量を増しさらに詳細な解析を行った。本講演ではその結果について報告する。具体的には、水素原子ガスの光
学的厚みの補正に対する依存性や、銀河系外からの放射などが合わさった一様な拡散放射成分による系統誤差を
注意深く評価した。その結果、250MeV-10GeVの帯域でこれまでにない高精度な γ線スペクトルが得られた。得
られた γ 線スペクトルを他の分子雲や地球近傍で測られたスペクトルと比較し、およそ 1kpc内の太陽系近傍の
宇宙線分布や、物質分布について議論する。


